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金
環
日
食
イ

ブ
、
天
気
予
報

は
曇
り
。
ニ
ュ

ー
ス
で
も
、
見

る
の
は
難
し

い
、
と
▼
牛
乳
パ
ッ
ク
を
二

つ
つ
な
げ
て
、
ピ
ン
ホ
ー
ル

望
遠
鏡
を
作
っ
て
あ
っ
た
ん

で
す
。
日
食
メ
ガ
ネ
も
、
慌

て
て
コ
ン
ビ
ニ
で
一
四
八
○

円
で
購
入
し
て
あ
っ
た
ん
で

す
▼
そ
の
日
は
運
よ
く
、
代

休
、
し
か
も
テ
ス
ト
前
で
部

活
も
な
し
。
こ
こ
ま
で
好
条

件
が
そ
ろ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
の
曇
天
予
報
▼
て
る
て

る
坊
主
を
つ
く
る
に
は
、
も

う
年
を
と
り
す
ぎ
て
し
ま
い

…
…
▼
932
年
ぶ
り
と
の
こ
と
、

次
の
金
環
日
食
ま
で
生
き
て

い
ら
れ
る
か
…
…
▼
思
い
通

り
に
な
ら
な
い
の
が
人
生
。

そ
れ
で
も
生
き
て
い
く
の
が

人
生
。
と
ふ
て
寝
す
る
前
に
、

予
報
を
確
認
す
る
と
、
な
ん

と
晴
天
予
報
に
変
更
に
▼
さ

て
、
当
日
の
朝
、
カ
ー
テ
ン

を
開
け
る
と
、
曇
天
。
た
め

息
。
そ
れ
で
も
生
き
て
い
く

…
…
、
と
外
に
出
て
み
る
と
、

思
い
の
ほ
か
雲
は
薄
く
、
メ

ガ
ネ
越
し
に
は
、
欠
け
始
め

た
太
陽
が
▼
昨
年
、
実
家
の

近
く
に
転
勤
し
た
ん
で
す
。

91
歳
の
祖
母
に
見
せ
よ
う
と
、

車
を
飛
ば
し
、
ぎ
り
ぎ
り
間

に
合
い
、
実
家
の
面
々
を
叩

き
起
こ
し
、
メ
ガ
ネ
を
交
替

で
覗
き
観
察
に
成
功
。
牛
乳

パ
ッ
ク
の
底
に
も
小
さ
な
金

環
の
影
が
映
り
ま
し
た
▼
あ

ま
り
に
興
奮
し
た
母
は
、
メ

ガ
ネ
を
持
っ
て
、
隣
三
軒
に

ま
で
観
察
を
強
要
▼
目
先
の

こ
と
ば
か
り
に
振
り
回
さ
れ

て
い
る
毎
日
、
た
ま
に
は
宇

宙
に
思
い
を
馳
せ
、
自
分
が

大
き
な
自
然
な
一
部
で
あ
る

こ
と
を
思
い
出
す
べ
き
だ
、

と
感
慨
に
耽
っ
て
い
た
ら
、

携
帯
電
話
の
着
信
音
。
原
稿

は
い
つ
届
く
か
、
と
▼
代
休

で
よ
か
っ
た
…
…
。
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高教組
２面 「教職員人事評価」

アンケート結果
３面 母親大会、宇都宮健児さん

人
事
院
は
、
３
月
７
日
国

家
公
務
員
の
退
職
手
当
に
つ

い
て
、
民
間
調
査
結
果
を
公

表
し
、
400
万
円
余
の
官
民
較

差
が
あ
っ
た
（
表
１
）
と
し

て
、
退
職
給
付
に
つ
い
て
見

直
す
こ
と
が
適
切
と
の
見
解

を
示
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

「
引
き
下
げ
が
大
幅
に
な
る
こ

と
か
ら
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
必
要
」
な
ど
と
激

変
緩
和
の
措
置
に
ま
で
言
及

し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
川
端

総
務
大
臣
は
さ
っ
そ
く
退
職

給
付
見
直
し
の
法
案
を
12
年

度
中
に
提
出
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。

政
府
の
「
行
政
構
造
改
革

会
議
」
で
は
、
共
済
年
金
の

職
域
加
算
（
表
２
３
階
部
分
）

の
削
減
、
退
職
金
の
一
部
分

割
払
い
、
支
払
い
方
法
の
変

更
な
ど
も
検
討
、
と
し
て
い

ま
す
。「
所
要
の
措
置
」
と
し

て
、「
数
年
間
で
段
階
的
に
引

き
下
げ
る
」
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

具
体
的
な
法
案
の
内
容
は
、

人
事
院
調
査
が
政
府
に
提
出

さ
れ
た
段
階
に
明
ら
か
に
な

り
、
秋
の
臨
時
国
会
に
提
出

さ
れ
る
予
定
で
す
。
７
月
か

ら
８
月
が
た
た
か
い
の
山
場

と
な
り
ま
す
。
全
教
、
高
教

組
は
、
署
名
、
集
会
、
要
請

行
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
す

す
め
ま
す
。

総
人
件
費
削
減
の
意
図
を

持
ち
、
国
民
負
担
の
先
導
役

を
果
た
す
公
務
員
賃
金
引
き

下
げ
、
退
職
給
付
の
削
減
は

許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

職
場
か
ら
大
き
な
声
を
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

政
府
は
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
の
名

の
も
と
、
消
費
税
増
税
、
医
療
費
負
担
増
、
年
金

額
の
減
少
、
支
給
年
齢
引
き
上
げ
な
ど
国
民
生
活

を
脅
か
す
政
策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
先
導
役
と
し
て
、
公
務
員
賃
金
の
削
減
攻
撃
を

強
め
、「
行
政
構
造
改
革
会
議
」
を
設
置
し
、
14

年
度
末
ま
で
に
、
国
家
公
務
員
の
総
人
件
費
２
割

カ
ッ
ト
（
09
年
度
比
）
を
目
標
と
し
て
必
要
な
措

置
を
と
る
と
し
て
い
ま
す
。
賃
金
、
諸
手
当
の
削

減
、
採
用
抑
制
に
加
え
、
退
職
手
当
、
年
金
、
定

年
後
の
雇
用
な
ど
で
、
改
悪
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

定
年
延
長
、
高
齢
者
雇
用

組
合
の
意
見
を
聞
く

退
職
手
当
の
見
直
し
を 

求
め
る
人
事
院
見
解 

退
職
手
当
の
見
直
し
を 

求
め
る
人
事
院
見
解 

年金改悪の進行について 

退職共済年金の支給開始年齢の引き上げスケジュール 
※2013年度から3年に1歳ずつ段階的に定年を引き上げ、2025年度には65歳定年。（下図参照） 

１．2009年度～2012年度に60歳に達する者（1949年4月2日～53年4月1日生まれ）

2015・2016年度に60歳に達する者 
（1955年4月2日～57年4月1日生まれ）

→62歳に達した段階から支給 

2017・2018年度に60歳に達する者 
（1957年4月2日～59年4月1日生まれ）

→63歳に達した段階から支給 

2019・2020年度に60歳に達する者 
（1959年4月2日～61年4月1日生まれ）

→64歳に達した段階から支給 

以後、支給開始年齢は、2年おきに1歳ずつ引き上げられる。 

↓60歳 ↓65歳 
職 域 加 算 額  職 域 加 算 額  
厚生年金相当額 厚生年金相当額 

老齢基礎年金  

３．2021年度以降に60歳に達する者（1961年4月2日以後生まれ）
↓60歳 ↓65歳 

職 域 加 算 額  
厚生年金相当額 
老齢基礎年金  

２．2013年度～2014年度に60歳に達する者（1953年4月2日～55年4月1日生まれ）
↓60歳 ↓61歳 ↓65歳 

職 域 加 算 額  職 域 加 算 額  
厚生年金相当額 厚生年金相当額 

老齢基礎年金  

表２ 

退職手当について、人事院が3月7日、 
民間調査の結果を公表 

退職給付金の官民較差 

※どうして「公務」の退職手当が下がらない？…天下りの規制で在職年数 
　が増加!? 
※政府の「税と社会保障一体改革」では、すでに「職域加算」の廃止を 
　決定。…較差に入るの？ 

民間 

職域加算 
2,215
（千円） 

201（千円） 

退職手当 
27,386
（千円） 

企業年金 
15,346
（千円） 

退職 
一時金 
14,456
（千円） 

企業年金 
15,063
（千円） 

退職 
一時金 
10,415
（千円） 

職域加算 
2,433
（千円） 

退職手当 
27,071
（千円） 

29,802
（千円） 

29,601
（千円） 

2005年度調査結果 

公務 民間 

2011年度調査結果 

公務 

25,477
（千円） 

29,503
（千円） 

△4,026 
（千円） 

表1

定
年
延
長
↓
再
任
用
義
務
化 
定
年
延
長
↓
再
任
用
義
務
化 

賃
金
73
％
↓
60
％ 
賃
金
73
％
↓
60
％ 

政
府
は
３
月
、
定
年
延
長

を
求
め
た
人
事
院
の
「
意
見

の
申
し
出
」
を
棚
上
げ
に
し

て
、「
再
任
用
義
務
化
」
を
柱

と
し
た
国
家
公
務
員
の
高
齢

者
雇
用
の
基
本
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。
総
人
件
費
削
減

を
達
成
す
る
た
め
の
安
上
が

り
の
労
働
力
確
保
を
ね
ら
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

定
年
延
長
と
再
任
用
で
は

大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

「
意
見
の
申
し
出
」
で
は
給
与

水
準
は
最
終
給
与
の
73
％
程

度
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
再

任
用
で
は
年
収
ベ
ー
ス
で

60
％
程
度
と
大
幅
に
落
ち
込

み
ま
す
。

ま
た
１
年
ご
と
の
更
新
で
、

不
安
定
雇
用
と
な
り
、
人
事

配
置
、
雇
用
継
続
な
ど
で
、

恣
意
的
な
運
用
が
行
わ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
内
閣
府
の
基

本
方
針
と
し
て
決
定
し
て
い

る
段
階
で
す
が
、
安
定
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
高
齢
者
雇

用
制
度
を
求
め
る
た
た
か
い

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

65
歳
ま
で
働
け
る 

65
歳
ま
で
働
け
る 

職
場
環
境
を
築
け 

職
場
環
境
を
築
け 

14
年
度
か
ら
年
金
支
給
開

始
年
齢
の
繰
り
延
べ
が
始
ま

り
ま
す
。（
表
２
）
65
歳
ま
で

３
年
ご
と
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

こ
の
間
無
年
金
と
な
り
、
働

か
な
く
て
は
生
活
で
き
な
い

状
況
に
な
り
ま
す
。

長
時
間
過
密
労
働
が
常
態

化
し
て
い
る
学
校
現
場
に
お

い
て
は
、
65
歳
ま
で
働
き
続

け
る
こ
と
そ
の
も
の
が
大
き

な
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
均
退
職
年
齢
が
51
歳
前
後

と
い
う
実
態
に
あ
っ
て
、
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を

つ
く
る
こ
と
は
、
青
年
教
職

員
に
と
っ
て
の
最
大
の
課
題

で
す
。

抜
本
的
な
教
職
員
定
数
増
、

加
齢
に
よ
る
就
労
が
困
難
な

職
種
の
考
慮
、
短
時
間
勤
務

の
拡
充
、
定
数
外
配
置
な
ど

を
要
求
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

４
月
27
日
に
、
春
闘
要
求

書
に
基
づ
き
教
育
長
と
の
団

体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

明
確
な
前
進
回
答
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
定
時
退
勤
日
の

設
定
」「
評
価
制
度
の
賃
金

リ
ン
ク
は
当
面
考
え
て
い
な

い
」「
臨
時
教
職
員
の
待
遇

改
善
は
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
」「
定
年
延
長
に
つ
い

て
は
国
の
動
向
を
注
視
し
、

制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
は
組

合
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
す

す
め
る
」
な
ど
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

教育長
交渉

― 退職給付 403万円削減 ―  政府方針 

退職金減・年金減　６割水準の再雇用賃金 退職金減・年金減　６割水準の再雇用賃金 退職金減・年金減　６割水準の再雇用賃金 

怒 

５
月
１
日
、
県
内
各
地
で
メ
ー
デ
ー
集
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
切
実
な
思
い
を
書
い
た
プ
ラ

カ
ー
ド
や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
持
っ
た
労
働
者
が

「
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
を
」「
消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
」
な

ど
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

県
中
央
メ
ー
デ
ー
は
静
岡
市
の
駿
府
公
園
で
開
か
れ
、

400
人
が
参
加
。
浜
岡
原
発
廃
炉
の
特
別
決
議
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

静岡市内をデモ行進

浜岡原発は廃炉に
日本から原発をなくそう

メーデー

～橋下「教育基本条例」下の教育～

日時：6月30日� 13：00～15：30
場所：ふしみやビル（静岡駅徒歩10分）

講師：池田知隆さん（ジャーナリスト・元
大阪市教育委員長・元毎日新聞
論説委員）

主催：静岡県高等学校障害児学校教職員組合
全静岡教職員組合

共催：子どもと教育を考える県民会議
教育文化研究所

講演会のお知らせ

どなたでも参加できます。
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川
勝
知
事
が
呼
び
か
け
た

「
教
育
行
政
の
あ
り
方
検
討

会
」
が
６
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
で
す
。
知
事
に

よ
れ
ば
、
相
次
ぐ

教
職
員
の
不
祥
事

問
題
の
根
本
的
原

因
が
教
育
行
政
や
教
育
委
員

会
の
制
度
に
あ
る
、
と
い
う

認
識
に
立
っ
て
の
検
討
会
設

置
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
知
事
の
こ
の
認
識

に
違
和
感
を
感
じ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

不
祥
事
の
原
因
が
本
当
に

「
制
度
」
の
持
つ
問
題
に
あ

る
と
し
た
ら
、
そ
の
問
題
と

は
い
っ
た
い
何
を
想
定
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
思
い

つ
く
の
は
、
昨
年
度
の
県
議

会
で
一
部
の
議
員
か
ら
出
さ

れ
た
「
教
育
長
は
教
員
出
身

で
身
内
を
か
ば
う
」
体
質
が

あ
る
の
で
は
、
と
い
う
荒
唐

無
稽
な
認
識
で
す
。
教
員
以

外
の
民
間
人
を
登
用
す
れ

ば
、
現
場
に
も
緊
張
感
が
生

ま
れ
不
祥
事
が
減
る
、
と
本

気
で
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
逆
に
教
育
現
場
を
混

乱
さ
せ
、
不
祥
事
が
起
こ
り

や
す
い
土
壌
を
つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
で

し
ょ
う
か
。
不
祥
事
に
よ
る

教
職
員
の
懲
戒
免
職
者
が
極

端
に
増
え
て
い
る
と
い
う
数

字
上
の
証
拠
は
ど
こ
に
も
あ

り
ま
せ
ん
。（
平
成
19
年
５

人→
20
年
３
人→

21
年
５
人

→

22
年
５
人→

23
年
６
人
）

そ
れ
に
比
し
て
、
精
神
疾
患

に
よ
る
休
職
者
数
は
毎
年
前

年
比
10
％
以
上
増
加
し
続

け
、
22
年
度
は
96
人
に
の
ぼ

り
ま
す
。

賃
金
が
毎
年
下
げ
ら
れ
、

そ
れ
と
反
比
例
す
る
よ
う
に

多
忙
化
が
す
す
ん
で
い
る
労

働
環
境
を
今
す
ぐ
改
善
す
る

対
策
を
行
い
教
職
員
の
使
命

感
や
働
き
が
い
を
回
復
す
る

こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
、
教
職

員
が
心
身
と
も
に
元
気
に
困

難
な
教
育
と
い
う
仕
事
に
立

ち
向
か
っ
て
い
け
る
た
め
の

方
策
で
あ
り
、
不
祥
事
対
策

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、「
教
育
行
政

の
あ
り
方
検
討

会
」
が
こ
う
し

た
方
向
へ
議
論

を
す
す
め
る
こ

と
を
期
待
し
、

大
阪
の
よ
う

に
、
教
育
へ
の
直
接
的
な
政

治
力
の
介
入
を
容
認
し
「
教

育
の
政
治
的
中
立
」
を
犯
す

よ
う
な
方
向
に
な
ら
な
い
よ

う
に
意
見
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

不
祥
事
根
絶
は

労
働
条
件
の
改
善
か
ら

主
張

いらない！教育破壊の評価制度 いらない！教育破壊の評価制度 いらない！教育破壊の評価制度 いらない！教育破壊の評価制度 いらない！教育破壊の評価制度 
― 必要なのは教育条件の整備だ ― 

静
岡
県
の
「
教
職
員
人
事
評
価
制
度
」
が
本
格
実
施
と
な
っ
て
４
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
高
教
組
は
毎
年
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
11
年
度
も
３
月
に

実
施
し
、
22
校
574
名
の
方
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
県
教
委
は
「
定
着
し
た
」
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
制
度
へ
の
賛
成
者
は
昨
年
度
よ
り
減
少
し
、
矛
盾
が
よ
り
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
教
組
は
こ
の
現
場
の
声
を
県
教
委
に
つ
き
つ
け
、
強

く
廃
止
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
「
教
職
員
人
事
評
価

制
度
」
に
「
賛
成
」
は
わ
ず

か
８
％
で
、
昨
年
の
11
％
よ

り
減
少
し
ま
し
た
。「
反
対
」

は
55
％
で
、
そ
の
理
由
と
し

て
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
公

正
な
評
価
が
で
き
な
い
か
ら
」

で
し
た
。

こ
れ
は
「
管
理
職
に
よ
る
公

正
な
評
価
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
か
」
に
対
し
て
、「
で
き

た
」
は
わ
ず
か
17
％
で
、「
で

き
な
か
っ
た
」
が
33
％
で
あ

っ
た
こ
と
と
合
致
し
ま
す
。

「
教
職
員
全
体
の
仕
事
を
把
握

し
た
り
、
継
続
し
た
営
み
で

あ
る
教
育
を
評
価
す
る
こ
と

は
不
可
能
」
と
い
う
意
見
や
、

「
コ
メ
ン
ト
が
前
年
と
全
く
同

じ
で
、
実
際
や
っ
て
い
な
い

授
業
の
も
の
だ
っ
た
」
な
ど
、

評
価
者
へ
の
不
信
感
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
こ
の
評
価
制
度

に
よ
り
、
職
場
が
さ
ら
に
多

忙
化
し
て
い
る
こ
と
も
大
き

な
反
対
理
由
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

方
、
こ
の
制
度
へ
の
賛

成
者
は
少
数
で
す
が
、
そ
の

理
由
と
し
て
「
管
理
職
と
の

面
談
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
有
効
だ
か
ら
」
を

５
％
の
人
が
あ
げ
て
い
ま
す
。

確
か
に
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
大
切
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
評
価
制
度
と

切
り
離
し
て
保
障
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
逆
に
、
評
価
さ
れ
る
こ

と
が
ス
ト
レ
ス
や
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
に
な
っ
て
い
る
人
が

31
％
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。

昨
年
よ
り
減
っ
た
「
賛
成
」 

公
平
な
評
価
は
不
可
能
！！

昨
年
よ
り
減
っ
た
「
賛
成
」 

公
平
な
評
価
は
不
可
能
！！

�人事評価制度について 

反対 
55％ 

賛成 
8％ 
賛成 
8％ どちらとも 

いえない 
  34％ 

�公平な評価ができたと 
　思いますか 

できない 
33％ 

できた 
 17％ 

どちらとも 
いえない 
  48％ 

活
性
化
や
資
質
能
力
の
向
上
は 

活
性
化
や
資
質
能
力
の
向
上
は 

「
ゆ
と
り
」
と
「
自
由
」
か
ら 

「
ゆ
と
り
」
と
「
自
由
」
か
ら 

こ
の
制
度
が
学
校
組
織
の

活
性
化
に
「
役
立
っ
た
」
は

９
％
で
、「
役
立
た
な
か
っ
た
」

は
56
％
で
し
た
。
評
価
制
度

は
職
場
の
多
忙
化
や
ス
ト
レ

ス
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
、

逆
に
活
性
化
を
阻
害
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

県
教
委
が
こ
の
制
度
を
導

入
す
る
時
の
も
う
１
つ
の
目

標
と
し
た
「
資
質
能
力
の
向

上
」
に
つ
い
て
も
、「
役
だ
っ

た
」
は
12
％
で
、「
役
立
た
な

か
っ
た
」
は
51
％
で
し
た
。

71％ 

67％ 

62％ 

38％ 

38％ 

20％ 

先輩や同僚からのアドバイス 

教材研究・自主研修 

生徒との関わりなど 

グループ研修 

保護者などとの関わり 

県教委、校内研修 

�
「
資
質
能
力
の
 

　
向
上
」
に
役
立
つ
 

 
と
思
う
も
の
 

Ｑ１　原発の燃料は？
①ウラン235 ②ウラン238
③プルトニウム238 ④プルトニウム239

Ｑ２「核燃料サイクル」って使用済核燃料の何％がリサ
イクルできる？

①1％　　②15％　　③30％　　④60％　　⑤97％　
Ｑ３　日本の原発から出る使用済核燃料は毎年1000トン。

それでは青森県六ヶ所村に建設中の核燃料再処理工
場の最大処理能力は?

① 800トン／年　　②1000トン／年
③1600トン／年　　④2000トン／年

Ａ１ ①
解説 ウランはウラン鉱石の0.3～0.7％。燃料となるウラ

ン235はそのまた0.7％。濃縮工場でウラン235の割
合を3～5％に高め（残りの95～97％はウラン238）、
再転換工場で二酸化ウランの粉末にし、最終的に、
成型加工工場で直径1cm、長さ1cmの円筒形に焼き
固めた燃料となる。これがペレットである。このペ

レットを4mのジルコニウム合金の管に密封し、こ
の燃料棒を50～80本束ねて燃料集合体を作る。原子
炉にはこの集合体が400～800体、2万～6万本の燃料
棒が入っている計算になる。その過程ごとに廃棄物
が出る。ウラン濃縮工場で濃縮ウランを作った残り
は、ウラン235の含有率が0.2％ほどの劣化ウランと
なる。ウランは密度が非常に高い（19.1g／cm３）
金属で、戦車をも貫く劣化ウラン弾に使われる。

Ａ２ 信じられないけど①
解説 東電のパンフレット「サイエンスキッズ」2001年春№

16号には97％とあるが、これは真っ赤なウソ。その後、
2004年に経産省コスト等検討小委が15％と出した。し
かし、2011年11月のコスト等検証委で、委員の大島堅
一立命館大教授の質問でリサイクル率は1％だというこ
とが判明した。使用済核燃料の中にウラン235が1％残
っている。1ｇのウラン235は石油2000�のエネルギー
に相当するので、もったいないからこれを回収するの
で1％という訳ではない。回収する１％は、使用済核燃
料の中の燃えないウラン238が中性子を吸収してできた
プルトニウム239のこと。これをウラン酸化物と混合し
てMOX燃料を作るからリサイクル率1％ということだ。
もともとMOX燃料は高速増殖炉「もんじゅ」で使うは
ずだったが、そのめどが立たないので、軽水炉で使う
苦肉の策が出た。それがプルサーマル計画だ。軽水炉
はプルトニウムを使うようには設計されていない。プ
ルサーマル計画は「灯油ストーブにガソリンを入れる
ようなもの」と指摘する専門家もいる。リサイクル

するには再処理をしなければならない。その結果出
る高レベル放射性廃棄物は地下300mより深い岩盤に
埋めて、放射能が低くなるまで10万年以上保管し続
けることになる。そんな場所は本当にあるの？　10
万年前はネアンデルタール人の時代だ。とても正気
とは思えない！

Ａ３ なんと①
解説 1993年から約2兆2000億円の費用をかけて（当初

予算は7600億円）、青森県六ヶ所村に建設が進め
られている再処理工場は、2009年に試運転終了の
予定だったが、相次ぐトラブルのため、完成まで
の延期はこれまで18回にも及んで、未だ完成して
いない。また、完成しフル稼働したとしても、処
理は追いつかない（フランスのラ・アーグ再処理
工場の稼働率は56％、イギリスのセラフィ－ルド
再処理工場はなんと4％）。現在、原発内の貯蔵プ
ールには使用済燃料がたまり続け、どの原発でも
あと数年で満杯となる。日本は使用済核燃料の一
部の再処理をフランスとイギリスに委託してきた
が、フランスのラ・アーグ再処理工場は契約終了
となっており、イギリスのセラフィールド再処理
工場は、2010年からは中電しか顧客がなく、浜岡
原発全面停止に伴い工場の閉鎖を発表した。

やっていることはめちゃくちゃ!!
もっとも、最初から「原子力発電はトイレの
ないマンション！」と言われてきた。

まとめ

「原発の真実Q&A」4回シリーズ

第２回　核のゴミ
静岡西高校　篠　崎　　勇

教 育 実 践

こ
の
結
果
を
県
教
委
や
管
理

職
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

「
資
質
能
力
の
向
上
に
何

が
役
立
つ
か
」
に
対
し
て
、

今
年
度
も
６
割
以
上
の
教
職

員
が
次
の
３
つ
を
あ
げ
ま
し

た
。
①
先
輩
や
同
僚
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
②
教
材
研
究
や

自
主
的
研
修
③
生
徒
た
ち
と

の
関
わ
り
で
す
。
多
く
の
教

職
員
は
「
ゆ
と
り
」
と
「
自

由
な
学
び
あ
い
」
を
求
め
て

い
ま
す
。

県
教
委
が

す
べ
き
こ
と

は
「
教
職
員

増
員
」
な
ど
、

教
育
条
件
整

備
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

「
賃
金
と
の
リ
ン
ク
」
に

つ
い
て
「
賛
成
」
は
７
％
で
、

昨
年
（
９
％
）
よ
り
減
少
し

ま
し
た
。
中
に
は
「
生
徒
指

導
や
部
活
動
で
頑
張
っ
て
い

る
人
に
は
給
与
に
反
映
さ
せ

る
の
に
賛
成
」
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
64
％
の
人

は
賃
金
と
の
リ
ン
ク
に
反
対

し
て
い
ま
す
。

「
成
果
主
義
は
民
間
で
は

失
敗
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

ま
だ
続
け
る
の
か
？
」
と
い

う
疑
問
の
声
も
あ
が
っ
て
い

ま
す
。
利
益
が
数
字
で
示
さ

れ
る
企
業
で
さ
え
、
成
果
主

義
は
社
員
の
意
欲
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
そ
ぎ
、
結
局
業
績

向
上
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
の
人
格
の
完
成

を
め
ざ
し
、
教
職
員
が
協
力

し
て
教
育
活
動
に
あ
た
る
こ

と
こ
そ
、
学
校
に
課
さ
れ
た

社
会
的
使
命
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
も
し
賃
金
に
リ
ン

ク
さ
れ
た
ら
、
教
職
員
集
団

は
分
断
さ
れ
、
教
育
が
破
壊

さ
れ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

そ
の
最
大
の
犠
牲
者
は
生
徒

た
ち
な
の
で
す
。

静
岡
県
教
委
が
こ
の
制
度

を
「
人
事
や
処
遇
に
活
用
」

と
明
言
し
て
か
ら
２
年
が
た

ち
ま
し
た
。
評
価
を
基
礎
資

料
の
１
つ
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
「
賛
成
」
は
11
％
で
、

昨
年
（
14
％
）
よ
り
減
少
し

て
い
ま
す
。
人
事
処
遇
へ
の

連
動
は
賃
金
リ
ン
ク
と
同
様
、

職
場
か
ら
同
僚
性
を
奪
い
、

モ
ノ
言
わ
ぬ
教
職
員
を
つ
く

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

現
在
全
国
で
、
新
規
採
用

教
職
員
の
退
職
や
精
神
疾
患
、

自
死
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
の
１
つ
と
し

て
、
評
価
制
度
に
よ
り
、
職

場
で
同
僚
か
ら
の
支
援
が
得

ら
れ
ず
、
孤
立
し
て
い
く
若

い
教
職
員
の
姿
が
浮
か
び
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

教
育
に
そ
ぐ
わ
な
い 

教
育
に
そ
ぐ
わ
な
い 

 「
成
果
主
義
」「
賃
金
リ
ン
ク
」 

「
成
果
主
義
」「
賃
金
リ
ン
ク
」 

教
職
員
を
追
い
つ
め
る 

 

教
職
員
を
追
い
つ
め
る 

 

「
処
遇
に
活
用
」 

「
処
遇
に
活
用
」 

す
ぐ
に
や
め
て
ほ
し
い 
す
ぐ
に
や
め
て
ほ
し
い 

「
評
価
制
度
」 
「
評
価
制
度
」 

県
教
委
は
「
制
度
は
定
着

し
た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
「
制
度
と
し
て
あ
る

か
ら
仕
方
な
し
に
」
と
い
う

の
が
、
評
価
す
る
側
さ
れ
る

側
の
本
音
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
か
え
っ
て
管
理
職
へ

の
不
信
感
、
多
忙
化
、
同
僚

性
の
破
壊
な
ど
、
弊
害
が
多

く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

評
価
制
度
は
大
阪
の
よ
う

な
「
教
育
へ
の
行
政
介
入
」

の
口
実
に
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
危
険
性
も
含
め
、
こ
の

制
度
の
廃
止
を
求
め
る
運
動

を
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。

�賃金へのリンクは 

反対 
64％ 

賛成 
7％ 
賛成 
7％ どちらとも 

いえない 
  28％ 

�処遇の基礎資料の 
　1つに 

反対 
50％ 

賛成 
11％ 
賛成 
11％ 

どちらとも 
いえない 
  37％ 

第
50
回
静
岡
県
母
親
大
会
が
５
月
13
日
に
、
沼
津
市
立

高
校
で
行
わ
れ
、
県
内
か
ら
1840
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、
特
別
企
画
シ
ン
ポ
「
放
射
能
か
ら
生
命
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
」
等
が
開
か
れ
ま
し
た
。
全
体
会

で
は
、
宇
都
宮
健
児
弁
護
士
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
「
子
ど
も
は
社
会
の
宝
、
誰
も
が

安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち

に
手
渡
そ
う
」
と
い
う
思
い
で
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
出
身
の
宇
都
宮
健
児

さ
ん
。
ご
両
親
は
、「
半
農
・

半
漁
」
を
生
業
と
し
、
貧
し
い

生
活
で
し
た
。
中
・
高
校
時
代

は
、
お
母
さ
ん
の
故
郷
、
熊
本

で
野
球
部
生
活
。
大
学
進
学
で

は
、
人
を
助
け
る
弁
護
士
の
職

業
に
あ
こ
が
れ
、
東
京
大
学
法

学
部
に
入
学
。（
１
９
６
５
年
）

司
法
試
験
に
合
格
し
、
71
年

か
ら
東
京
弁
護
士
会
に
所
属
。

し
か
し
、
弁
護
士
生
活
は
前

途
多
難
。
最
初
、
弁
護
士
は
、

ど
こ
か
の
事
務
所
に
所
属
し

ま
す
が
、
コ
ネ
を
作
っ
て
４

〜
５
年
で
独
立
し
ま
す
。
人

付
き
合
い
の
下
手
な
宇
都
宮

さ
ん
は
、
な
か
な
か
コ
ネ
も

作
れ
ず
、
肩
た
た
き
の
意
味

も
含
め
、
２
つ
の
事
務
所
を

ク
ビ
。
事
務
所
所
属
の
弁
護

士
を
「
イ
ソ
ベ
ン
」
と
言
い

ま
す
が
、
事
務
所
に
「
居
候
」、

ま
た
は
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の

よ
う
に
「
寄
生
」
す
る
事
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

宇
都
宮
さ
ん
は
、
８
年
間
も

「
イ
ソ
ベ
ン
」
で
し
た
。

貧
困
を
な
く
し
、
憲
法
を
活
か
し
て

誰
も
が
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
社
会
に

母親大会
記念講演

県内各地から1,840人が参加

さ
て
、
人
付
き
合
い
の
下

手
な
宇
都
宮
さ
ん
に
回
っ
て

き
た
仕
事
と
は
。
当
時
、
サ

ラ
金
の
規
制
法
は
な
し
。
金

利
は
100
％
。
暴
言
の
サ
ラ
金

業
者
に
ど
こ
の
弁
護
士
事
務

所
も
忌
避
。
事
件
が
た
ら
い

回
し
さ
れ
る
中
、「
暇
な
宇
都

宮
が
い
る
。」
と
い
う
事
で
、

依
頼
が
集
中
し
ま
し
た
。
業

者
が
多
い
新
宿
・
池
袋
で
氏

は
、
１
軒
１
軒
、
借
金
総
額

を
確
認
す
る
た
め
「
明
細
書
」

を
請
求
。
暴
力
的
に
そ
れ
を

拒
否
す
る
業
者
。
帰
宅
す
れ

ば
、
暴
言
の
電
話
。
さ
ら
に
、

自
殺
を
図
る
被
害
者
か
ら
朝

夜
の
電
話
が
。
し
か
し
、
実

は
取
り
立
て
役
の
店
員
も
、

時
間
外
の
取
り
立
て
を
店
長

か
ら
命
じ
ら
れ
、
自
分
の
家

庭
に
も
帰
れ
な
い
。
そ
れ
を

知
っ
た
宇
都
宮
さ
ん
。
す
ぐ
、

店
長
に
抗
議
の
電
話
を
入
れ

ま
し
た
。
直
後
、
店
員
か
ら

氏
に
感
謝
の
電
話
が
入
る
と

い
う
愉
快
な
話
も
。
さ
て
、

業
者
か
ら
事
務
所
へ
の
脅
迫

電
話
が
増
す
一
方
、
被
害
者

へ
の
電
話
が
激
減
。
げ
っ
そ

り
し
た
被
害
者
の
顔
が
ふ
っ

く
ら
し
ま
し
た
。
が
、
暴
力

的
な
業
者
の
電
話
の
た
め

「
辞
め
て
く
れ
。」
と
２
度
目

の
弁
護
士
事
務
所
も
解
雇
。

08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
、
湯
浅
誠
さ
ん
ら
と

「
年
越
し
派
遣
村
」
を
運
営
し

た
宇
都
宮
さ
ん
は
、
こ
ん
な

話
も
。
あ
る
多
重
債
務
者
が

富
士
の
樹
海
で
動
け
な
く
な

り
、
入
院
。
退
院
後
、
日
弁

連
の
反
貧
困
シ
ン
ポ
で
、
自

身
の
話
を
す
る
事
に
。
し
か

し
、
彼
の
口
か
ら
は
全
く
生

へ
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
が
、
数
ヶ
月
後
、
多
重

債
務
者
へ
の
講
演
会
場
で
彼

と
再
開
。
な
ん
と
笑
顔
が
。

実
は
、
彼
は
「
多
重
債
務
者

の
会
」
の
事
務
局
に
入
り
、

電
話
の
仕
事
を
得
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
。」
の
言
葉
や
、

み
ん
な
と
一
緒
に
食
事
す
る

中
で
仲
間
を
見
つ
け
た
の
で

す
。
つ
ま
り
氏
は
、「
経
済
の

貧
困
」
と
共
に
「
関
係
の
貧

困
」
解
消
を
訴
え
ま
す
。
ま

た
、「
３．

11
」
の
東
日
本
大

震
災
に
も
言
及
。
今
ま
で
命

や
人
権
よ
り
も
経
済
成
長
を

優
先
し
て
き
た
市
場
原
理
主

義
の
社
会
を
、
批
判
。
改
憲

勢
力
が
う
ご
め
く
中
、
貧
困

解
決
は
、
平
和
問
題
に
通
じ

る
と
言
い
ま
す
。
最
後
に
憲

法
12
条（「
自
由
及
び
権
利
は
、

不
断
の
努
力
で
こ
れ
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）
の
意

味
を
噛
み
し
め
、
問
い
直
す

必
要
が
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。

8
年
間
の「
イ
ソ
ベ
ン
」生
活

サ
ラ
金
業
者
と
仁
義
な
き
戦
い

反
貧
困
運
動
か
ら
反
改
憲
へ

�学校組織の活性化に 

役立たない 
56％ 

役立った 
9％ 
役立った 
9％ どちらとも 

いえない 
  34％ 

荒
れ
る
学
級
と
孤
立
無
援
の
新
採
教
師

「
自
死
は
本
人
の
弱
さ
で
は
な
い

も
っ
と
も
苦
し
い
立
場
に
支
え
を
」（
静
岡
地
裁
）

過
酷
な
教
育
現
場
と
教
師
の
苦
悩
に

応
え
る
画
期
的
な
判
決
へ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
！

久
冨
　
善
之
・
佐
藤
　
博 高文研　1,500円

【申し込み】
高教組本部または分会

12年度版 県立学校

賃金手帳
頒価100円

・教職員の給与のしくみ

・諸手当

・給料表

・再任用の給料

等わかりやすく解説

「給料月額」と

「給料の月額」の違い

わかりますか？ 【申し込み】
高教組本部または分会

1946年生 前日弁連会長（2010～2011年度）
早くからクレジット・サラ金の問題にとりくみ、
多重債務に苦しむ多くの人を助けている。「反貧
困ネットワーク」代表もつとめる。著書多数
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金
環
日
食
イ

ブ
、
天
気
予
報

は
曇
り
。
ニ
ュ

ー
ス
で
も
、
見

る
の
は
難
し

い
、
と
▼
牛
乳
パ
ッ
ク
を
二

つ
つ
な
げ
て
、
ピ
ン
ホ
ー
ル

望
遠
鏡
を
作
っ
て
あ
っ
た
ん

で
す
。
日
食
メ
ガ
ネ
も
、
慌

て
て
コ
ン
ビ
ニ
で
一
四
八
○

円
で
購
入
し
て
あ
っ
た
ん
で

す
▼
そ
の
日
は
運
よ
く
、
代

休
、
し
か
も
テ
ス
ト
前
で
部

活
も
な
し
。
こ
こ
ま
で
好
条

件
が
そ
ろ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
の
曇
天
予
報
▼
て
る
て

る
坊
主
を
つ
く
る
に
は
、
も

う
年
を
と
り
す
ぎ
て
し
ま
い

…
…
▼
932
年
ぶ
り
と
の
こ
と
、

次
の
金
環
日
食
ま
で
生
き
て

い
ら
れ
る
か
…
…
▼
思
い
通

り
に
な
ら
な
い
の
が
人
生
。

そ
れ
で
も
生
き
て
い
く
の
が

人
生
。
と
ふ
て
寝
す
る
前
に
、

予
報
を
確
認
す
る
と
、
な
ん

と
晴
天
予
報
に
変
更
に
▼
さ

て
、
当
日
の
朝
、
カ
ー
テ
ン

を
開
け
る
と
、
曇
天
。
た
め

息
。
そ
れ
で
も
生
き
て
い
く

…
…
、
と
外
に
出
て
み
る
と
、

思
い
の
ほ
か
雲
は
薄
く
、
メ

ガ
ネ
越
し
に
は
、
欠
け
始
め

た
太
陽
が
▼
昨
年
、
実
家
の

近
く
に
転
勤
し
た
ん
で
す
。

91
歳
の
祖
母
に
見
せ
よ
う
と
、

車
を
飛
ば
し
、
ぎ
り
ぎ
り
間

に
合
い
、
実
家
の
面
々
を
叩

き
起
こ
し
、
メ
ガ
ネ
を
交
替

で
覗
き
観
察
に
成
功
。
牛
乳

パ
ッ
ク
の
底
に
も
小
さ
な
金

環
の
影
が
映
り
ま
し
た
▼
あ

ま
り
に
興
奮
し
た
母
は
、
メ

ガ
ネ
を
持
っ
て
、
隣
三
軒
に

ま
で
観
察
を
強
要
▼
目
先
の

こ
と
ば
か
り
に
振
り
回
さ
れ

て
い
る
毎
日
、
た
ま
に
は
宇

宙
に
思
い
を
馳
せ
、
自
分
が

大
き
な
自
然
な
一
部
で
あ
る

こ
と
を
思
い
出
す
べ
き
だ
、

と
感
慨
に
耽
っ
て
い
た
ら
、

携
帯
電
話
の
着
信
音
。
原
稿

は
い
つ
届
く
か
、
と
▼
代
休

で
よ
か
っ
た
…
…
。

視 座
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高教組
２面 「教職員人事評価」

アンケート結果
３面 母親大会、宇都宮健児さん

人
事
院
は
、
３
月
７
日
国

家
公
務
員
の
退
職
手
当
に
つ

い
て
、
民
間
調
査
結
果
を
公

表
し
、
400
万
円
余
の
官
民
較

差
が
あ
っ
た
（
表
１
）
と
し

て
、
退
職
給
付
に
つ
い
て
見

直
す
こ
と
が
適
切
と
の
見
解

を
示
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

「
引
き
下
げ
が
大
幅
に
な
る
こ

と
か
ら
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
必
要
」
な
ど
と
激

変
緩
和
の
措
置
に
ま
で
言
及

し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
川
端

総
務
大
臣
は
さ
っ
そ
く
退
職

給
付
見
直
し
の
法
案
を
12
年

度
中
に
提
出
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。

政
府
の
「
行
政
構
造
改
革

会
議
」
で
は
、
共
済
年
金
の

職
域
加
算
（
表
２
３
階
部
分
）

の
削
減
、
退
職
金
の
一
部
分

割
払
い
、
支
払
い
方
法
の
変

更
な
ど
も
検
討
、
と
し
て
い

ま
す
。「
所
要
の
措
置
」
と
し

て
、「
数
年
間
で
段
階
的
に
引

き
下
げ
る
」
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

具
体
的
な
法
案
の
内
容
は
、

人
事
院
調
査
が
政
府
に
提
出

さ
れ
た
段
階
に
明
ら
か
に
な

り
、
秋
の
臨
時
国
会
に
提
出

さ
れ
る
予
定
で
す
。
７
月
か

ら
８
月
が
た
た
か
い
の
山
場

と
な
り
ま
す
。
全
教
、
高
教

組
は
、
署
名
、
集
会
、
要
請

行
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
す

す
め
ま
す
。

総
人
件
費
削
減
の
意
図
を

持
ち
、
国
民
負
担
の
先
導
役

を
果
た
す
公
務
員
賃
金
引
き

下
げ
、
退
職
給
付
の
削
減
は

許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

職
場
か
ら
大
き
な
声
を
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

政
府
は
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
の
名

の
も
と
、
消
費
税
増
税
、
医
療
費
負
担
増
、
年
金

額
の
減
少
、
支
給
年
齢
引
き
上
げ
な
ど
国
民
生
活

を
脅
か
す
政
策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
先
導
役
と
し
て
、
公
務
員
賃
金
の
削
減
攻
撃
を

強
め
、「
行
政
構
造
改
革
会
議
」
を
設
置
し
、
14

年
度
末
ま
で
に
、
国
家
公
務
員
の
総
人
件
費
２
割

カ
ッ
ト
（
09
年
度
比
）
を
目
標
と
し
て
必
要
な
措

置
を
と
る
と
し
て
い
ま
す
。
賃
金
、
諸
手
当
の
削

減
、
採
用
抑
制
に
加
え
、
退
職
手
当
、
年
金
、
定

年
後
の
雇
用
な
ど
で
、
改
悪
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

定
年
延
長
、
高
齢
者
雇
用

組
合
の
意
見
を
聞
く

退
職
手
当
の
見
直
し
を 

求
め
る
人
事
院
見
解 

退
職
手
当
の
見
直
し
を 

求
め
る
人
事
院
見
解 

年金改悪の進行について 

退職共済年金の支給開始年齢の引き上げスケジュール 
※2013年度から3年に1歳ずつ段階的に定年を引き上げ、2025年度には65歳定年。（下図参照） 

１．2009年度～2012年度に60歳に達する者（1949年4月2日～53年4月1日生まれ）

2015・2016年度に60歳に達する者 
（1955年4月2日～57年4月1日生まれ）

→62歳に達した段階から支給 

2017・2018年度に60歳に達する者 
（1957年4月2日～59年4月1日生まれ）

→63歳に達した段階から支給 

2019・2020年度に60歳に達する者 
（1959年4月2日～61年4月1日生まれ）

→64歳に達した段階から支給 

以後、支給開始年齢は、2年おきに1歳ずつ引き上げられる。 

↓60歳 ↓65歳 
職 域 加 算 額  職 域 加 算 額  
厚生年金相当額 厚生年金相当額 

老齢基礎年金  

３．2021年度以降に60歳に達する者（1961年4月2日以後生まれ）
↓60歳 ↓65歳 

職 域 加 算 額  
厚生年金相当額 
老齢基礎年金  

２．2013年度～2014年度に60歳に達する者（1953年4月2日～55年4月1日生まれ）
↓60歳 ↓61歳 ↓65歳 

職 域 加 算 額  職 域 加 算 額  
厚生年金相当額 厚生年金相当額 

老齢基礎年金  

表２ 

退職手当について、人事院が3月7日、 
民間調査の結果を公表 

退職給付金の官民較差 

※どうして「公務」の退職手当が下がらない？…天下りの規制で在職年数 
　が増加!? 
※政府の「税と社会保障一体改革」では、すでに「職域加算」の廃止を 
　決定。…較差に入るの？ 

民間 

職域加算 
2,215
（千円） 

201（千円） 

退職手当 
27,386
（千円） 

企業年金 
15,346
（千円） 

退職 
一時金 
14,456
（千円） 

企業年金 
15,063
（千円） 

退職 
一時金 
10,415
（千円） 

職域加算 
2,433
（千円） 

退職手当 
27,071
（千円） 

29,802
（千円） 

29,601
（千円） 

2005年度調査結果 

公務 民間 

2011年度調査結果 

公務 

25,477
（千円） 

29,503
（千円） 

△4,026 
（千円） 

表1

定
年
延
長
↓
再
任
用
義
務
化 

定
年
延
長
↓
再
任
用
義
務
化 

賃
金
73
％
↓
60
％ 

賃
金
73
％
↓
60
％ 

政
府
は
３
月
、
定
年
延
長

を
求
め
た
人
事
院
の
「
意
見

の
申
し
出
」
を
棚
上
げ
に
し

て
、「
再
任
用
義
務
化
」
を
柱

と
し
た
国
家
公
務
員
の
高
齢

者
雇
用
の
基
本
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。
総
人
件
費
削
減

を
達
成
す
る
た
め
の
安
上
が

り
の
労
働
力
確
保
を
ね
ら
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

定
年
延
長
と
再
任
用
で
は

大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

「
意
見
の
申
し
出
」
で
は
給
与

水
準
は
最
終
給
与
の
73
％
程

度
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
再

任
用
で
は
年
収
ベ
ー
ス
で

60
％
程
度
と
大
幅
に
落
ち
込

み
ま
す
。

ま
た
１
年
ご
と
の
更
新
で
、

不
安
定
雇
用
と
な
り
、
人
事

配
置
、
雇
用
継
続
な
ど
で
、

恣
意
的
な
運
用
が
行
わ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
内
閣
府
の
基

本
方
針
と
し
て
決
定
し
て
い

る
段
階
で
す
が
、
安
定
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
高
齢
者
雇

用
制
度
を
求
め
る
た
た
か
い

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

65
歳
ま
で
働
け
る 

65
歳
ま
で
働
け
る 

職
場
環
境
を
築
け 

職
場
環
境
を
築
け 

14
年
度
か
ら
年
金
支
給
開

始
年
齢
の
繰
り
延
べ
が
始
ま

り
ま
す
。（
表
２
）
65
歳
ま
で

３
年
ご
と
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

こ
の
間
無
年
金
と
な
り
、
働

か
な
く
て
は
生
活
で
き
な
い

状
況
に
な
り
ま
す
。

長
時
間
過
密
労
働
が
常
態

化
し
て
い
る
学
校
現
場
に
お

い
て
は
、
65
歳
ま
で
働
き
続

け
る
こ
と
そ
の
も
の
が
大
き

な
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
均
退
職
年
齢
が
51
歳
前
後

と
い
う
実
態
に
あ
っ
て
、
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を

つ
く
る
こ
と
は
、
青
年
教
職

員
に
と
っ
て
の
最
大
の
課
題

で
す
。

抜
本
的
な
教
職
員
定
数
増
、

加
齢
に
よ
る
就
労
が
困
難
な

職
種
の
考
慮
、
短
時
間
勤
務

の
拡
充
、
定
数
外
配
置
な
ど

を
要
求
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

４
月
27
日
に
、
春
闘
要
求

書
に
基
づ
き
教
育
長
と
の
団

体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

明
確
な
前
進
回
答
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
定
時
退
勤
日
の

設
定
」「
評
価
制
度
の
賃
金

リ
ン
ク
は
当
面
考
え
て
い
な

い
」「
臨
時
教
職
員
の
待
遇

改
善
は
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
」「
定
年
延
長
に
つ
い

て
は
国
の
動
向
を
注
視
し
、

制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
は
組

合
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
す

す
め
る
」
な
ど
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

教育長
交渉

― 退職給付 403万円削減 ―  政府方針 
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怒 

５
月
１
日
、
県
内
各
地
で
メ
ー
デ
ー
集
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
切
実
な
思
い
を
書
い
た
プ
ラ

カ
ー
ド
や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
持
っ
た
労
働
者
が

「
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
を
」「
消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
」
な

ど
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

県
中
央
メ
ー
デ
ー
は
静
岡
市
の
駿
府
公
園
で
開
か
れ
、

400
人
が
参
加
。
浜
岡
原
発
廃
炉
の
特
別
決
議
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

静岡市内をデモ行進

浜岡原発は廃炉に
日本から原発をなくそう

メーデー

～橋下「教育基本条例」下の教育～

日時：6月30日� 13：00～15：30
場所：ふしみやビル（静岡駅徒歩10分）

講師：池田知隆さん（ジャーナリスト・元
大阪市教育委員長・元毎日新聞
論説委員）

主催：静岡県高等学校障害児学校教職員組合
全静岡教職員組合

共催：子どもと教育を考える県民会議
教育文化研究所

講演会のお知らせ

どなたでも参加できます。


